Ｃグループ
「学び・やり甲斐・ACTIVEプロジェクト」の指導内容を中心とした、
「話すこと・聞くこと」と「書くこと」の実践例
～～詩の「読み」から言語感覚を磨く～～
　山梨県立笛吹高等学校　国語科　
（１）課題の内容
普通科３クラス、食品化学科・果樹園芸科各１クラス、総合学科３クラスからなる本校は、それぞれの進路や興味・関心に合わせてさまざまな学習が行われていることが特色である。どの学科においても、国語の基礎的能力は必須であるが、本校の生徒の特色として、語彙が少なく、表現が非常に幼いということがあげられる。本校の生徒に身につけさせたいと考えている、表現を意識したコミュニケーション能力をつけるには、語彙を豊かにし、さまざまな表現方法に触れることが必要であると考える。

　そのため、優れた詩の表現に触れることで言語感覚を磨き、詩のどの表現に心を惹かれたのかを文章にし、お互いに鑑賞しあうことで、詩に対する読みを深めて欲しいと考えている。また、発表を通じて、伝え方について考えるきっかけとしたい。

（２）課題改善に向けた具体的な取組
教科書で詩教材の勉強をした後に、教科書掲載外の詩作品を読ませることとした。まず、高村光太郎の三つの詩作品（「あどけない話」「レモン哀歌」「あなたはだんだんきれいになる」）のうち一つを選び、表現や心情などに注目しその詩の魅力を個人・班ごとに考えさせる。それを模造紙にまとめたものをプレゼンテーションする。「詩の読みを深める」という授業目標のもと、単元の目標は学習指導要領の「Ｃ読むことア」に重点を置いた。

（３）取組の成果とその要因
詩を題材にしたことで日常使わない語句に触れ、その意味を調べたり、解釈を班で話し合ったりすることで言語感覚が磨かれたように思う。教科書で学んだ詩の知識を他の教材に応用できており、発表後に教員が批評することで授業全体が生徒の意欲を喚起するものとなった。また、発表することを前提に取り組みが行われており、詩のどのような部分に惹かれたのか、それを他者に説明するにはどのような表現をしたらよいのか、活発な話し合いができていた。
（４）取組の中で感じられた課題と考えられる原因
他の班の発表の場で下を向き、プリントの書き込みに集中している生徒や、プレゼンテーション方法でも模造紙のコメントを読み上げるだけの班が見られた。一年次の授業の中で初めてのプレゼンテーションだったため、慣れていない、指導されていないことが原因だと考えられる。自分たちの班の発表だけでなく、他の人の発表を聞く姿勢を指導していくことがよりよいプレゼンテーションの場に繋がると感じた。自分の番以外の場でどう活動させるかも大切である。
（５）（４）で感じられた課題に向けての改善策（案）
発表の場で発表班以外の生徒に活動させるには、例えば、教員が行っていたコメントを他の班にさせる、二つの班の発表を比較して共通点や相違点を探させることが有効であると考える。そのようにして１年次から３年次へと上がるなかで、生徒自身が多様な役割をこなせるようになることが、教科や「学びやり甲斐ACTIVEプロジェクト」の目標達成に繋がると考える。また、今回の発表をＤＶＤ等で見せて「聞くこと」を目標とした別の単元として扱うことも可能である。
